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第２章 これまでの取組み

AIオンデマンド交通の実装は難しいとの結論に至ったものの、サービス設計やコスト感、合意形成のあり方等について理解を深めることができたため、

今後は蓄積した知見を活用しながら、日本版ライドシェアの議論を注視しつつ、各種検討・協議を行っていく

＜取組み結果＞AIオンデマンド交通の民間実装は現時点では困難な一方、公共交通の持続性向上は変わらず喫緊の課題

○課題１．公共交通網のあり方をどうするか？
・市街地・郊外部は交通事業者が営業している区域のため、山間部の取組みも含めた市域全域で検討する必要がある
例：＜短期対応＞市域全域での交通網見直し等 ＜中長期対応＞自動運転車両の運用検討等

○課題２．タクシー事業の改善・社会要請にどう対応するか？
・日本版ライドシェアの議論進展により乗務員の増加の可能性が出てきたなかで、これまでの運行効率化を高める取組み以外の手法検討も含め、タクシー事業者の意向も踏まえた更なる検
討が必要 例：共同配車に係る取組み等

○課題３．地域弱者対策にどう対応するか？
・ボランティア輸送についても運転ボランティアの高齢化が進んでおり、持続性に危機感を募らせる地域も存在。若者に賃金を払って運転してもらうとの考えを持つ地域もあるが、市街地・郊外
部では自家用有償旅客運送もできない一方、日本版ライドシェア解禁により可能性が開けることも考えられる

※MaaS（Mobility as a Service）：複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、観光や医療等の目的地における交通以外のサービス等との連携により、
移動の利便性向上や地域の課題解決にも資する重要な手段となるもの
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UIの構築手法、構築技術、特徴、費用感等について整理

既存UIの選定～要件定義の各段階における役割、留意事項について整理

利用者ターゲティングの重要性と、ターゲットに合わせたシステム構築・工夫の必要性について整理

サービス運用視点からUIに組み込むべき機能について整理

機能と費用感のバランスや、構築費用抑制のための運用工夫等について整理

考慮すべき法令について整理（旅行業法、個人情報保護法、資金決済法、景品表示法）

必要なルール（システム利用規約、プライバシーポリシー、提供サービス利用規約）と、
コールセンターの必要性・留意点等について整理
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静岡県交通基盤部しずてつジャストライン㈱
今まで以上に
実装を意識
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